
高い国家試験合格率
就職率 100％の実績校

夏を盛大に彩 る祭り

関城の祭典

第24回どすこいペア 2013

夏 を盛大に彩 る祭り
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第 24回どすこいペア 2013
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10月 ５日   （土）　筑波チャレンジカップ

10月    ９日   （水）　月刊パークゴルフ新聞杯

10月 23日   （水） 大島スポーツ・アシックス杯

10月 ５日   （土）　筑波チャレンジカップ

10月    ９日   （水）　月刊パークゴルフ新聞杯

10月 23日   （水） 大島スポーツ・アシックス杯

10月 ５日   （土）　筑波チャレンジカップ

10月    ９日   （水）　月刊パークゴルフ新聞杯

10月 23日   （水） 大島スポーツ・アシックス杯

／1019 ／1130参加費　1,500 円

参加費　2,000円

参加費　2,500円

　

今
年
も
恒
例
の
関
城
の
祭
典
「
ど

す
こ
い
ペ
ア
」
が
、
８
月
25
日
、
関

城
支
所
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ど
す
こ
い
ペ
ア
は
、
市
の
特
産
品

で
あ
る
梨
の
収
穫
を
祝

て
行
わ
れ

て
い
た
「
梨
相
撲
」
に
ち
な
ん
で
始

ま

た
祭
り
で
す
。「
ど
す
こ
い
」

は
相
撲
の
掛
け
声
、「
ペ
ア
（
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｒ
）」
は
英
語
で
梨
を
意
味
し
ま

す
。

　

24
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、
14
年

ぶ
り
に
レ
デ

ス
相
撲
を
復
活
。

中
国
や
フ

リ
ピ
ン
出
身
な
ど
約
20

人
の
女
性
が
、
豪
快
な
投
げ
技
な
ど

を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
湧
か
せ

ま
し
た
。

　

ち
び

こ
相
撲
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
園
の
年
長
者
と
小
学
１
年
生
約

80
人
が
参
加
し
、
元
気
い

ぱ
い
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ス
テ

ジ
で
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
の

い
ば
ら
き
大
使
で
元
幕
内
力
士
大
至

さ
ん
に
よ
る
、「
勝

て
も
負
け
て

も
梨
相
撲
」
と
銘
打

た
筑
西
市
に

ち
な
ん
だ
相
撲
甚じ

ん
く句

や
、
水
戸
ご
当

地
ア
イ
ド
ル
（
仮
）
に
よ
る
シ

な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ

ク
ス
は
市
内
の
神
輿

や
お
囃
子
が
競
演
。
日
が
落
ち
た
あ

と
の
夏
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

力士に挑戦

ちびっこ相撲

神輿・お囃
はやし

子の競演

水戸ご当地アイドル（仮）大
至
さ
ん
に
よ
る

相
撲
甚
句

インターナショナルレディース相撲
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キャディ付は 4名様 1組 10,000 円でご用意いたします。

  

夏の日の思い出 2013夏の日の思い出 2013

あけの
ひまわり
  フェスティバル
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10 月 14 日（月）開場 17周年記念杯 セルフ  13,000 円

 10 月 30 日（水）秋の味覚杯　 セルフ  10,000 円

10 月 14 日（月）開場 17周年記念杯 セルフ  13,000 円

 10 月 30 日（水）秋の味覚杯　 セルフ  10,000 円

10月／  １日（火）・   ４日（金）・ ７日（月）
11日（金）・15日（火）・18日（金）
 21 日（月）・28日（月）・31日（木）

10月 14 日（月）開場 17周年記念杯 セルフ  13,000 円

 10 月 30 日（水）秋の味覚杯　 セルフ  10,000 円

　

夏
休
み
最
後
の
８
月
31
日
か
ら
９
月
８

日
ま
で
、
明
野
ひ
ま
わ
り
の
里
で
「
あ
け

の
ひ
ま
わ
り
フ

ス
テ

バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

24
年
目
を
迎
え
る
ひ
ま
わ
り
フ

ス

テ

バ
ル
は
、
今
年
も
八
重
ひ
ま
わ
り
と

黄
花
コ
ス
モ
ス
合
わ
せ
て
百
万
本
の
花
々

が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
５
５
，
０
０
０
人

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
切
り
花
販
売
も
好
評
で
、
来
場

の
み
な
さ
ん
は
、
は
さ
み
を
持
ち
、
お
気

に
入
り
の
花
を
切
り
取

て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ

ス
テ

バ
ル
開
催
の
た
め

に
、
６
月
28
日
早
朝
に
種
ま
き
を
行
い
、

８
月
３
日
に
は
明
野
ひ
ま
わ
り
の
里
実
行

委
員
会
（
鈴す
ず
き木

健け
ん
い
ち一

会
長
）
を
中
心
に
、

約
２
５
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
に
よ
る
真

夏
の
除
草
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も
「
陸
前
高
田
花

こ
畑
」

の
み
な
さ
ん
が
被
災
地
陸
前
高
田
で
育

た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き
、
ひ
と
き
わ
大

き
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

除草作業の様子除草作業の様子

陸前高田花っこ畑のみなさん陸前高田花っこ畑のみなさん
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没
後
50
年

没
後
50
年

陶
聖
、
板
谷
波
山

陶
聖
、
板
谷
波
山

文
化
の
ま
ち
筑
西
が
生
ん
だ

文
化
の
ま
ち
筑
西
が
生
ん
だ

日
本
の
近
代
陶
芸
の
開
拓
者
で
あ
り
、
陶
芸
家
と
し
て
は
初
の
文
化
勲
章

受
章
者
で
あ
る
「
板
谷
波
山
」。

　

芸
術
に
捧
げ
た
91
年
の
生
涯
は
、
没
後
50
年
経
て
、
今
な
お
陶
芸
の
世
界

に
燦さ
ん
ぜ
ん然

と
輝
き
、
陶
聖
と
敬
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
誕
の
地
で
あ
る
筑
西
で
、
陶
聖
・
そ
し
て
「
人
間
・
板
谷
波
山
」
の
魅

力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

生
誕
か
ら
上
京

陶
芸
家
と
し
て
活
動

波
山
芸
術
の
開
花

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

波
山
は
、
愛
す
る
ふ
る
さ
と
下

館
に
住
む
80
歳
以
上
の
高
齢
者
に

１
９
３
３
年
か
ら
19
年
に
わ
た
り
、

長
寿
を
祝
し
て
自
作
の
「
鳩

」

を
３
１
９
本
送
り
続
け
ま
し
た
。

板
谷
波
山
（
本
名
・
嘉
七
）
は
、

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
真
壁

郡
下
館
町
（
現
筑
西
市
）
で
醤
油

醸
造
業
を
営
む
父
・
増
太
郎
、
母
・

宇
多
の
三
男
と
し
て
３
月
３
日
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

文
人
画
を
描
く
父
の
影
響
を
受

け
、
小
学
校
の
頃
か
ら
陶
芸
に
強

い
関
心
を
持

て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術

大
学
）
に
入
学
し
ま
す
が
、
当
時

東
京
美
術
学
校
に
は
陶
磁
器
関
係

の
学
科
は
な
く
、
彫
刻
科
へ
入
学

し
ま
し
た
。

東
京
美
術
学
校
で
は
、
岡
倉
天

心
・
高
村
光
雲
ら
に
指
導
を
受
け
、

卒
業
後
、
石
川
県
立
工
業
学
校
で

教
諭
と
し
て
陶
芸
を
指
導
し
ま
し

た
が
、
の
ち
に
本
格
的
に
作
陶
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
り
、
職
を
辞

し
て
東
京
に
戻
り
ま
す
。

　

田
端
に
土
地
を
借
り
、
粗
末
な

家
と
作
業
場
を
持
ち
、
妻
子
を
呼

び
寄
せ
、
妻
・
ま
る
と
二
人
で
窯

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
明

治
39
年
、
つ
い
に
初
窯
焚
き
に
こ

ぎ
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
か
ら
は
「
も
う
一
人
の

波
山
」
と
呼
ば
れ
る
ろ
く
ろ
師
現
田

市
松
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

窯
で
焼
か
れ
た
波
山
の
作
品

は
、
東
京
勧
業
博
覧
会
や
日
本
美

術
協
会
の
第
42
回
展
で
最
高
賞
を

受
賞
し
、
陶
芸
家
板
谷
波
山
の
名

声
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
44
年
に
は
妻
・
ま

る
と
と
も
に
、
御
前
制
作
の
栄
誉

に
あ
ず
か
り
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
で
工
房
を
失
い
、

昭
和
20
年
か
ら
25
年
ま
で
下
館
に

暮
ら
し
、
昭
和
28
年
に
は
陶
芸
家

と
し
て
初
の
文
化
勲
章
を
受
章
し

ま
し
た
。


